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東海大学医学部付属病院

高度救急からプライマリ・ケアまで
幅広い研修プログラムで「良医を育てる」

聞き手／ドクターズマガジン編集部　文／安藤 梢　撮影／皆木 優子

Forte
躍進する病院

広
域
救
急
体
制
の
中
核
と
し
て

地
域
医
療
の
中
心
を
担
う

　神
奈
川
県
伊
勢
原
市
に
位
置
す
る
東
海
大

学
医
学
部
付
属
病
院
は
、
2
0
0
2
年
に

高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
認
可
を
受
け
、

県
央
か
ら
県
西
地
域
に
か
け
て
の
重
症
患
者

の
診
療
を
一
手
に
引
き
受
け
て
い
る
。

1
9
9
9
年
か
ら
1
年
6
ヶ
月
に
わ
た
っ

て
当
時
の
厚
生
省
の
試
行
的
事
業
と
し
て
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
用
を
開
始
し
、
全
地
域
へ

の
導
入
前
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
ス
タ
デ
ィ
と
な
る

な
ど
先
駆
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。
神
奈
川

県
で
は
唯
一
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
有
し
て
い
る

他
、
全
国
で
も
珍
し
い
遠
洋
海
域
の
洋
上
救

急
も
行
っ
て
い
る
。

　救
命
救
急
医
学
教
授
の
猪
口
貞
樹
氏
は
、

「
当
院
よ
り
西
の
地
域
に
は
5
0
0
床
を
超

え
る
規
模
の
大
き
な
病
院
は
無
く
、
重
症
患

者
を
常
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
体
制
を
取
ら
な

け
れ
ば
、
こ
の
地
域
の
医
療
を
支
え
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
救
急
は
地
域
医
療
の
中
で

は
と
て
も
重
要
な
の
で
す
」
と
使
命
感
を

持
っ
て
チ
ー
ム
を
率
い
る
。

　年
間
に
受
け
入
れ
る
救
急
車
搬
送
台
数
は

約
7
5
0
0
台
。
中
で
も
外
傷
・
中
毒
・
熱

傷
の
症
例
数
は
全
国
2
4
4
の
施
設
中
、

常
に
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
だ
。
ト
ラ
ウ
マ（
多
発

外
傷
）患
者
の
場
合
は
、
ト
ラ
ウ
マ
バ
イ
パ

ス
と
い
っ
て
、
す
ぐ
に
手
術
な
ど
に
対
応
で

き
る
全
科
そ
ろ
っ
た
病
院
に
症
例
が
集
中
す

神
奈
川
県
西
部
を
医
療
圏
と
す
る
東
海
大
学
医
学
部
付
属
病

院
。
カ
バ
ー
す
る
医
療
人
口
は
1
0
0
万
人
に
も
上
り
、

高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
や
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
、

が
ん
診
療
拠
点
病
院
な
ど
、
地
域
の
中
で
大
き
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
。
全
国
的
な
導
入
を
前
に
し
た
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
試
行
に
も

関
わ
り
、広
域
救
急
体
制
の
基
地
病
院
と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
。

臨
床
研
修
医
の
育
成
の
た
め
の
環
境
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
に
も
力

を
入
れ
、「
良
医
を
育
て
る
」こ
と
を
理
念
に
掲
げ
る
同
院
。
地
域

を
支
え
る
救
急
医
療
と
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
を
両
立
さ
せ
な
が
ら
、

臨
床
経
験
豊
富
な
医
師
を
育
て
る
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
取

材
し
た
。
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る
。
そ
う
い
っ
た
患
者
を
同
院
で
は
年
間

6
0
0
件
ほ
ど
診
療
す
る
。

　ま
た
、
重
症
熱
傷
は
発
生
件
数
こ
そ
少
な

い
が
、
治
療
は
専
門
性
が
高
い
た
め
、
受
け

入
れ
る
病
院
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
が
現
状

だ
。
そ
の
た
め
、
静
岡
県
東
部
か
ら
も
患
者

が
運
ば
れ
て
き
て
お
り
、
熱
傷
で
の
入
院
患

者
は
年
間
70
人
に
上
る
。
睡
眠
薬
や
鎮
静
剤

の
過
量
内
服
や
危
険
ド
ラ
ッ
グ
な
ど
年
々
増

加
傾
向
に
あ
る
中
毒
症
例
は
、
中
毒
セ
ン

タ
ー
で
対
応
。
患
者
が
来
た
ら
す
ぐ
に
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
し
、
毒
薬
物
の
原
因
を
特
定
す

る
体
制
が
整
え
ら
れ
て
い
る
。

　あ
ら
ゆ
る
症
例
に
対
応
し
て
い
る
こ
と

は
、「
研
修
医
の
育
成
に
も
役
立
つ
」と
猪
口

氏
は
言
う
。
20
人
い
る
救
急
科
専
門
医
の
指

導
も
き
め
細
か
い
。

「
一
度
も
診
た
こ
と
が
な
い
病
気
を
初
期
診

断
す
る
の
は
非
常
に
難
し
い
で
す
か
ら
、
や

は
り
重
症
の
疾
患
を
診
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
特
に
急
性
大
動
脈
解

離
や
心
筋
梗
塞
は
、
高
度
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
で
は
診
る
機
会
が
圧
倒
的
に
多
い
症

例
。
救
急
に
1
、
2
週
間
も
い
れ
ば
、
教
科

書
的
な
重
篤
な
救
急
疾
患
の
治
療
は
一
通
り

経
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。〝
1
0
0
万

人
に
1
つ
の
症
例
に
毎
年
出
会
え
る
〞の
も

特
長
で
す
」（
猪
口
氏
）

　医
師
た
ち
が
過
重
勤
務
に
な
ら
な
い
よ
う

3
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
交
代
制
で
処
置
に
当

た
る
。
そ
の
た
め
勤
務
時
間
が
管
理
し
や
す

く
、
女
性
で
も
働
き
や
す
い
環
境
で
、
救
急

科
の
3
分
の
1
は
女
性
医
師
だ
と
い
う
。
病

院
全
体
で
も
女
性
医
師
へ
の
支
援
が
充
実
し

て
お
り
、
産
休
・
育
休
な
ど
の
制
度
は
も
ち

ろ
ん
、
院
内
に
は
保
育
施
設
が
開
設
さ
れ
て

い
る
の
で
、
出
産
後
に
短
時
間
勤
務
で
復
帰

す
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
る
。

総
合
的
な
診
断
力
を
身
に
付
け
、

サ
ブ
ス
ペ
シャ
リ
ティ
に
つ
な
げ
る

　高
度
急
性
期
医
療
を
提
供
す
る
一
方
、

ウ
ォ
ー
ク
イ
ン
で
来
院
す
る
患
者
が
多
い
た

め
、
診
療
で
は
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
が
求
め

ら
れ
る
。
内
科
は
専
門
ご
と
に
8
つ
の
内
科

　高度な医療を提供する大学病院として、研究分野
の発展にも力を注いでいる。同院の研究分野では、
講座制ではなくユニット制を導入している。診療に
関しては臓器ごとにグループが分かれているが、研
究面では横断的に関係した研究者が集まって、一つ
のグループを作って研究をする。
　大学病院でありながら、臨床・教育・研究の各分
野が独立した形を取り、自由に選択できるシステム
を取っているところが特色だ。各分野を分けること
で、「基礎研究から臨床につなげるトランスレーショ
ナルリサーチが活発になるメリットがある」と飯田政
弘病院長は言う。
「教授が全てを統括する旧来の体制を見直し、若い
うちから自主的に研究テーマを考えて専門性に特化
させることで、各自がリーダーシップを取れる体制
を整えました。今の医学は、領域を横断して見てい
かなければ研究は進みません。あらゆるフィールド
から人材が集まって、グループユニットを作ること

で斬新な研究ができると考えます」（飯田病院長）
　2006年からスタートし、現在では100を超える
研究ユニットが作られている。年に一度、ユニット
ごとの報告がまとめられ、優秀ユニットには表彰や
研究費が付くなど、研究活動を活性化するためのサ
ポートが充実しているのも特徴だ。
　また、医学部内だけでなく、総合大学の強みを活
かして理工系学部など
とジョイントした研究も
進められている。
　臨床志向のある大学
院生には、臨床研究を
行いながら学位取得を
目指すハイブリッド型の
コースが用意されてい
る。その間の給与も保
証されているため、希
望する学生も多い。

ハイブリッド型コースで研究分野の発展にも力を注ぐ

救命救急医学教授
猪口貞樹氏

病院長 飯田政弘氏

遠洋海域の洋上救急も行う
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基本研修プログラム 地域医療研修プログラム 研修病院
内科1［総合内科］ 2ヶ月 内科1［総合内科］ 2ヶ月 付属病院

内科2［選択1］ 2ヶ月 内科2［選択1］ 2ヶ月 付属4病院・協力病院

内科2［選択2］ 2ヶ月 内科2［選択2］ 2ヶ月 付属4病院・協力病院

救命救急科 2ヶ月 救命救急科 2ヶ月 付属病院

地域医療 1ヶ月 地域医療 2ヶ月 プログラムで異なる※

外科［消化器・乳腺］ 2ヶ月 外科［消化器・乳腺］ 2ヶ月 付属病院

麻酔科 2ヶ月 麻酔科 2ヶ月 付属病院

小児科 1ヶ月 小児科 1ヶ月 付属病院または付属八王子

産婦人科 1ヶ月 産婦人科 1ヶ月 付属病院または付属八王子

選択1 2ヶ月 選択1 2ヶ月 付属4病院・協力病院

選択2 2ヶ月 選択2 2ヶ月 付属4病院・協力病院

選択3 2ヶ月 選択3 2ヶ月 付属4病院・協力病院

選択4 2ヶ月 選択4 2ヶ月 付属4病院・協力病院

選択5 1ヶ月 付属4病院・協力病院

を
身
に
付
け
て
か
ら
4
年
目
以
降
で
サ
ブ
ス

ペ
シ
ャ
ル
テ
ィ
に
分
か
れ
て
進
む
体
制
は
、

新
専
門
医
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
場
合
に
も

ス
ム
ー
ズ
な
移
行
が
可
能
だ
。

　ま
た
、
家
庭
医
を
目
指
す
研
修
医
に
は
日

本
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
連
合
学
会
の
家
庭
医

療
専
門
医
取
得
の
た
め
の
コ
ー
ス
が
用
意
さ

れ
て
い
る
。
現
在
3
人
が
研
修
を
行
っ
て
お

り
、
総
合
医
と
し
て
の
活
躍
や
地
域
医
療
へ

の
貢
献
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　通
常
、
後
期
研
修
で
は
循
環
器
内
科
や
呼

吸
器
内
科
な
ど
専
門
分
野
に
進
む
が
、
内
科

で
は
特
別
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
け
て
お
り
、

後
期
研
修
1
年
目
に
は
引
き
続
き
ジ
ェ
ネ
ラ

ル
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
目
的
と
し
て
総
合
内

科
で
4
ヶ
月
間
学
ぶ
。
さ
ら
に
I
C
U
で

2
ヶ
月
、
残
り
の
半
年
で
将
来
の
志
望
科
や

初
期
研
修
で
回
れ
な
か
っ
た
科
を
選
択
す

る
。
早
い
段
階
で
認
定
医
を
取
得
で
き
る
よ

う
に
と
考
え
ら
れ
た
シ
ス
テ
ム
だ
。
総
合
力

※基本研修プログラムの研修病院は、神奈川県秦野伊勢原医師会内の診療所、山近記念総合病院
（小田原市）、ありがとうみんなファミリークリニック平塚（平塚市）
地域医療研修プログラムの研修病院は、美瑛町立病院（北海道）、石巻赤十字病院（宮城）、大船中
央病院（神奈川）、諏訪中央病院（長野）、長崎県島原病院、東部クリニック（沖縄）のいずれかで2ヶ
月（諏訪中央病院のみ3ヶ月・選択4は1ヶ月）

2017年度臨床研修プログラム（一部）

に
分
か
れ
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
に
総
合
内
科

が
あ
る
。
総
合
内
科
に
は
現
在
12
人
の
医
師

が
所
属
し
て
お
り
、
主
に
内
科
の
プ
ラ
イ
マ

リ
・
ケ
ア
と
感
染
症
や
I
C
U
ケ
ア
が
必
要

な
患
者
の
治
療
を
担
当
し
て
い
る
。
I
C
U

に
1
チ
ー
ム
、
一
般
病
棟
に
3
チ
ー
ム
で
医

師
を
配
置
し
、
多
い
時
に
は
50
〜
60
人
ほ
ど

の
入
院
患
者
の
診
療
に
当
た
る
。
同
院
の
平

均
在
院
日
数
は
12
日
と
短
い
が
、
そ
れ
は

2
0
0
6
年
に
開
設
さ
れ
た
P
F
M
と
い

う
部
門
が
独
立
し
て
看
護
調
整
・
退
院
調
整

を
行
っ
て
い
る
た
め
だ
。
看
護
師
、
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
、
事
務
職
員
と
他
職
種
の
ス
タ
ッ

フ
が
専
従
で
管
理
す
る
こ
と
で
入
退
院
が
ス

ム
ー
ズ
に
な
っ
た
。
今
後
は
さ
ら
に
関
連
病

院
や
地
域
の
医
療
施
設
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
急
性
期
か
ら
在
宅
診
療
ま
で
の
一
連
の

流
れ
を
作
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　総
合
内
科
は
初
期
研
修
で
の
必
修
科
目

だ
。「
最
低
2
ヶ
月
は
総
合
内
科
を
回
り
、

そ
れ
に
プ
ラ
ス
し
て
重
症
患
者
の
管
理
を
担

当
す
る
I
C
U
病
棟
で
の
研
修
を
奨
励
し

て
い
ま
す
。
将
来
的
に
ど
の
診
療
科
に
進
ん

だ
と
し
て
も
、
急
性
期
の
患
者
に
あ
る
程
度

対
応
で
き
る
医
師
を
育
成
す
る
た
め
で
す
」

と
臨
床
研
修
部
長
で
総
合
内
科
教
授
の
高
木

敦
司
氏
は
話
す
。

臨床研修部長
高木敦司氏
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施
設
は
神
奈
川
、
東
京
、
茨
城
、
群
馬
、
埼

玉
と
各
地
域
に
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
で

臨
床
経
験
を
積
む
。

　東
海
大
学
出
身
者
は
多
い
が
、
毎
年
1
割

ほ
ど
は
他
大
学
か
ら
も
採
用
し
て
い
る
。
市

中
の
病
院
で
初
期
研
修
を
受
け
た
後
に
、
学

術
指
導
を
受
け
る
た
め
に
同
院
の
後
期
研
修

を
選
択
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
い
う
。

　病
棟
で
の
研
修
は
、
若
手
の
医
師
に
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
も
ら
い
な
が
ら
中
堅
医
師
の

指
導
を
受
け
る
体
制
で
、「
年
齢
が
近
い
の

で
相
談
し
や
す
い
」「
親
身
な
教
育
が
受
け

ら
れ
る
」と
後
期
研
修
医
か
ら
は
好
評
だ
。

「
後
期
研
修
医
の
3
年
間
は
医
師
と
し
て
の

Forte
躍進する病院

〒259-1193 神奈川県伊勢原市下糟屋143

■ 開設：1975年
■ 病院長：飯田政弘
■ 診療科目：総合内科、循環器内科、呼吸
器内科、消化器内科、血液腫瘍内科、神経内科、
腎内分泌代謝内科、リウマチ内科、東洋医学
科、心臓血管外科、移植外科、消化器外科、
呼吸器外科、脳神経外科、小児外科、乳腺
内分泌外科、整形外科、形成外科、泌尿器科、
麻酔科、救命救急科、歯科口腔外科、小児科、
産婦人科、精神科、皮膚科、耳鼻咽喉科、眼科、
リハビリテーション科、画像診断科、放射線
治療科、病理診断科、遺伝子診療科、臨床
検査科、細胞移植再生医療科、緩和ケア科
■ 病床数：804床
■ 外来患者数：1日平均2526人
■ 入院患者数：1日平均773人
■ 手術件数：年間1万1941件
（2015年実績）
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軽
度
か
ら
難
症
例
ま
で
診
断
治
療

手
術
件
数
は
年
間
1
万
件
超

　外
科
分
野
の
研
修
で
は
豊
富
な
臨
床
経
験

が
積
め
る
こ
と
と
、
学
術
的
な
指
導
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
最
大
の
メ
リ
ッ
ト

だ
。
手
術
件
数
が
多
く
、
年
間
1
万
件
以
上

の
実
績
が
あ
る
。

　消
化
器
外
科
教
授
の
小
澤
壯
治
氏
は
、「
こ

こ
か
ら
他
の
病
院
に
患
者
を
紹
介
し
て
診
療

し
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か

ら
、
全
て
を
引
き
受
け
る
最
後
の
砦
と
し
て

の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
広
い
医
療
圏
を

カ
バ
ー
す
る
た
め
、
簡
単
な
症
例
か
ら
難
し

い
症
例
ま
で
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
対
応
す
る
能

力
が
必
要
で
す
」と
言
う
。

　高
度
な
外
科
系
の
診
療
技
術
や
能
力
が
必

要
と
さ
れ
る
食
道
や
肝
胆
膵
の
症
例
数
は
、

神
奈
川
県
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
。
が
ん
治
療

に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
放
射
線
治
療
や
化

学
療
法
、
白
血
病
の
骨
髄
移
植
に
も
対
応
し

て
い
る
。
が
ん
以
外
に
循
環
器
や
呼
吸
器
に

併
存
疾
患
が
あ
る
場
合
、
各
診
療
科
の
医
師

た
ち
が
サ
ポ
ー
ト
を
し
な
が
ら
総
合
的
に
診

療
を
行
う
な
ど
、
厚
み
の
あ
る
ケ
ア
を
提
供

し
て
い
る
こ
と
が
強
み
だ
。

　後
期
研
修
医
1
年
目
は
大
学
病
院
で
学

び
、
2
年
目
に
は
関
連
病
院
へ
、
そ
し
て
3

年
目
に
ま
た
大
学
病
院
に
戻
る
。
本
院
以
外

の
東
京
病
院
、
大
磯
病
院
、
八
王
子
病
院
が

本
院
よ
り
都
心
に
近
い
場
所
に
あ
り
、
関
連

屋根瓦方式で先輩医師が指導

実
力
が
一
番
伸
び
る
時
期
。
そ
の
時
期
に
多

く
の
症
例
を
経
験
し
、
外
科
系
の
ス
キ
ル
を

満
遍
な
く
学
ぶ
こ
と
で
、
外
科
医
と
し
て
基

礎
的
な
素
養
や
能
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
う
し
て
サ
ブ
ス
ペ
シ
ャ
ル

テ
ィ
を
決
め
た
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
で
存

分
に
伸
び
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」（
小

澤
氏
）

消化器外科教授
小澤壯治氏
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